
日本近代史の
大物たちが
たびたび乗船
した豪華汽船

「明治丸Jと 「テーボールJ(明 治丸の船Ft後方)

「テーボールJ(筆 者画)

《 主 要 目 》
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名 船 発 掘 ・日本

ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
式
に
参
加

ス
エ
ズ
運
河
が
開
通
し
た
の
は
１
８
６
９
年

（明

治
２
年
）
１１
月
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
副
工
の
主
催
に

よ
る
盛
大
な
開
通
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

各
国
か
ら
約

７０
隻
が
参
加
、

運
河
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

そ
の
う
ち
の
２
隻
が
、

明
治
初
期
の
明
治
の
海
で

活
躍
し
て
い
る
。

三
菱
会
社
の
「高
砂
丸
」
（７６
サ
本

迪
載
で
紹
介
）
と
、

今
回
紹
介
す
る

コ
ア
ー
ボ
ー
ル
」

（タ
ボ
ル
向
す
挙
Ｒ
）
で
あ
る
。

『明
治
丸
史
』
（東
京

商
船
大
学
）
に
は
、

開
通
式
の
と
き
フ
ラ
ン
ス
の
皇

后
が

「
テ
ー
ボ
ー
ル
」
に
乗
船
し
た
と
あ
る
が
、

欧

米
の
海
事
史
書
に
そ
の
記
事
は
な
い
。

仏
メ
サ
ジ
ュ
リ

‘
ア
ン
ペ
リ
ア
ル
社

（
の
ち
の
メ

ザ
ジ
ュ
リ

・
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
社
）
の
定
期
船
と
し
て
、

１
８
５
３
年

（嘉
永
６
年
）
に
誕
生
し
た
。

ペ
リ
ー

の
単
船
が
浦
賀

へ
や
っ
て
き
た
年
で
あ
る
。

鉄
製
外
輸
汽
船
６

地
中
海
の
ラ
シ
オ
タ
に
あ
る
ル

イ

・
ベ
ネ
造
船
所
で
竣
工
。

地
中
海
航
路
に
就
航
し

た
。

船
名
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
聖
山
タ
ボ
ル
（弓
掌
ｑ
、

↓
Ｆ
挙
ｑ
）
か
ら
と
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

ス
エ
ズ
避
河
開
通
の
翌
年
、

明
治
政
府
が
洋
銀
９

万
ド
ル
で
購
入
、

灯
台
視
察
船

（灯
台
補
給
恥
）
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

灯
台
に
建
設
資
材

を
供
給
し
、

業
務
を
監
督
す
る
船
で
あ
る
。

建
設
を

指
導
し
た
の
は
英
国
人
。

船
長
も
英
国
人
だ

っ
た
。

「
タ
ボ
ル
」
で
な
く

「
テ
ー
ボ
ー
ル
」
と
発
音
し
た

の
は
、

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

開
国
後
、

外
国
船
の
往
来
が
ふ
え
、

航
海
安
令
の

た
め
灯
台
が
必
要
に
な

つ
た
。

貿
易
の
大
半
は
英
国

が
占
め
て
お
り
、

英
国
船
の
通
航
が
多
か
っ
た
。

英

日
は
日
本
に
灯
台
建
設
を
強
く
要
求
し
た
。

灯
台
視
容
船
が
必
要
に
な

っ
た
。

英
国
船
２
隻
が

輸
入
さ
れ
、
１
隻
が
英
国
で
新
造
さ
れ
た
。
２
隻
目

の
輸
入
船
が
「
テ
ー
ボ
ー
ル
」
、

新
造
船
は
「明
治
九
」

で
あ
る
。

工
部
省
灯
台
寮
が
所
管
し
た
。

Ｖ

Ｉ

Ｐ

の

ク

ル

ー

ズ

ヨ

ッ
ト

出
自
は
フ
ラ
ン
ス
各
船
で
あ
る
。

出
色
の
内
装
を

も
ち
、

当
時
、
日
本
最
高
の
一象
華
汽
船
だ

つ
た
。

灯
台
視
察
や
竣
工
式
出
席
の
た
め
、

明
治
政
府
の

顕
官
や
英
国
の
外
交
官
が
た
び
た
び
乗
船
し
た
。

灯

台
祝
祭
船
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
う
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｐ
の

ク
ル
ー
ズ
ヨ
ツ
ト
で
も
あ

つ
た
。

名
著

『灯
台
船
羅

州
丸
』
（斉
藤
謙
蔵
）
に
は
、

Ｖ
Ｉ
Ｐ
の

フ
ア
ー
ボ
ー

ル
」
乗
船
が
何
件
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
事
例
は
１
８
７
１
年
１
月

（明
治
３
年
１１

月
）。
伊
豆
の
神
子
元
鳥
灯
台
の
竣
工
式
に
出
席
す
る

た
め
、

大
政
大
臣
三
条
実
美
、

参
議
大
久
保
利
通
、

大
限
重
信
、英

回
公
使
Ｈ
　
パ
ー
ク
ス
、誉

記
官
Ｅ

・

サ
ト
ウ
が
乗
船
し
た
。船

長
は
Ｐ
＆
０
社
出
身
の
Ａ

・

ブ
ラ
ウ
ン
。

政
府
の
招
き
で
来
日
し
、

黎
明
期
の
日

本
海
運
の
形
成
に
貢
献
。

帰
国
後
、
日
本
の
艦
船
発

注
の
代
理
業
を
経
営
し
た
人
物
で
あ
る
。

大
限
、

パ
ー
ク
ス
、

サ
ト
ウ
の
ほ
か
、

上
部
省
の

ト
ッ
プ
の
工
部
大
珊
山
尾
府
二

（Ｉ
部
卿
は
４
席
）

も
、

た
び
た
び
同
船
に
乗

っ
て
い
る
。

板
垣
退
助
、

後
は
象
二
郎
の
名
も
兄
え
る
。
Ｈ
本
近
代
史
の
大
物

が
こ
ん
な
に
大
勢
乗

っ
た
船
は
、

ほ
か
に
な
い
。

萩
原
延
寿
氏
の
大
作

『遠
い
崖
―
テ

ー
ネ
ス
ト

サ
ト
ウ
日
記
抄
」
に
も
同
船
が
登
場
す
る
。
１
８
７
２

年
（明
治
５
年
）
、

西
日
本
に
建
設
中
の
灯
台
を
視
容

す
る
大
限
、

山
尾
に
、

サ
ト
ウ
が
同
行
し
た
の
で
あ

る
。

大
限
、

山
尾
は
大
人
同
伴
だ

っ
た
。

陽
層
１１
月
２９
日
に

「
テ
ー
ボ
ー
ル
」
で
横
浜
を
出

航
し
、

下
田
を

へ
て
鳥
羽
へ
直
航
。

伊
勢
和
官
を
訪

ね
る
。

次
い
で
建
設
中
の
各
灯
台
を
視
容
し
な
が
ら
、

申
本
、

神
戸
、

多
度
津
な
ど
に
寄
港
。

金
刀
比
羅
宮

に
登
る
。
さ
ら
に
御
手
洗
、

関
円
海
峡
か
ら
長
崎

へ
。

次
い
で
長
崎
か
ら
門
司

へ
戻
り
、

二
凹
尻
、

宮
鳥
に

到
着
。

舷
鳥
抑
社
を
訪
ね
た
。

続
い
て
尾
道
に
行
港
ｃ

ｌ２
月
２‐
日
、

神
戸
に
人
港
。

サ
ト
ウ
は
こ
こ
で
下
船
し
た
。
３
週
間
を
こ
え
る
ロ

ン
グ
ク
ル
ー
ズ
で
あ

っ
た
。
こ
の
あ
と
サ
ト
ウ
は
陸

路
を
徒
歩
で
た
ど
り
、

中
山
道
を
通

っ
て
東
京
に
帰

っ
た
。

た
い
へ
ん
な
化
脚
で
あ
る
。

同
船
の
写
真
は
な
い
に
近
い
。

右
Ｈ
上
の
両
郎
港

の
写
真
は
、
１
８
７
６
年

（明
治
９
年
）
明
治
天
■

の
奥
羽

・
北
海
道
巡
航
の
と
き
の
撮
影
。

画
面
中
央

の

「明
治
丸
」
の
船
尾
後
方
に
見
え
る
２
本
マ
ス
ト

の
汽
船
が

「
テ
ー
ボ
ー
ル
」
で
あ
る
。

翌
年
、

西
南
戦
争
に
参
加
し
た
。

そ
の
後
、

こ
の

名
船
の
船
歴
は
不
明
で
あ
る
。

山

田
　
迪
生
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